
平成２０年度計画における新規・重点事業について

１．地域生活支援体制の充実

入 院 患 者 の 退 院 促 進 を 図 る た め 、 地 域 生 活の 維 持 ・継 続 及 び在 宅 医 療 を支

援する体制の整備を行う。

(1)地域生活支援室の設置

【機能】

①訪問看護

患 者 が 地 域 で 安 心 し て生 活 ・ 治療 がで き る 環境 を 整 備す る た め 、日

常生活や治療上の相談・指導を行う。

②地域連携

関 係 機 関 と の 連 携 強 化 を 図 り 、 在 宅 医 療 環 境の 整 備 ・充 実 を 図 る。

(2)包括的地域支援システム整備事業の受託・実施

岡 山 県 が 実 施 す る 同 事 業 （ Ａ Ｃ Ｔ お か や ま ） に 参 画 し 、県 精 神 保 健福

祉 セ ン タ ー と の 連 携 の も と 、 他 職 種 チ ー ム に よ る ケ ア マ ネ ー ジ メ ン ト を

実施し、患者の退院及び地域移行に必要な援助を行う。

(3)依存症デイケアの実施

現 行 の 生 活 支 援 型 デ イ ケ ア と と も に 、 新 た に 治 療 型 デ イケ ア を 提 供す

ることで、より治療から社会復帰への円滑な移行を図る。

今 年 度 は 、 退 院 後 、 短 期間 の 内 に「 再飲 酒 」 等を し て しま う な ど 、入

院 治 療 と 通 院 治 療 の 間 の 不 連 続 性 が 大 き な 課 題 と な っ て い る 依 存 症 患 者

を 対 象 と し 、 入 院 治 療 と 通 院 治 療 を つ な ぐ 治 療 手 段 と し て 依 存 症 デ イ ケ

アを開始する。

２．専門的精神科医療の充実及び情報発信

○子どもの心の診療拠点 病院整備事業

岡 山 県 が 実 施 す る 同 事 業 を 受 託 し 、 保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 ・ 教 育 ・ 司 法 等

の 各 関 係 機 関 が 持 つ 情 報 ・ ノ ウ ハ ウ を 効 率 的 ・ 効 果 的 に 活 用 す る た め の

ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 を 図 る こ と に よ り 、 子 ど も の 心 の 問 題 に 対 す る 支 援

体制を確立する。

３．病院機能評価の認定取得

(財 )日 本 医 療 機 能 評 価 機 構 に よ る 病 院 機 能 評 価 を 受 審 し 、 今 年 度 中 の 認

定取得を目指す。

【受審及び認定取得の効果】

①現状の客観的把握と問題点の改善

②職員の自覚と改善意欲の醸成

③患者の病院に対する信頼と安心感の向上

４．人事評価システムの本格導入

平 成 １ ９ 年 度 か ら 試 行 導 入 し た 人 事評 価シ ス テ ムに つ い て、 今 年 度 より

本格導入する。

【導入の目的】

①職員の資質向上

②職員の業績や能力の給与への反映


